
深日地区福祉委員会通信 

第３号 2021年（令和３年）５月1日発行 深日地区福祉委員会（連絡先 ☎492-2098 中村） 

 

令和2年度はコロナで始まりコロナで終わる1年でした。私たちの活動の主軸である「ふれあい喫茶」
や「見守り隊キッズEyeぼらんてぃあ」は一度も実施できませんでした。現在、再開に向けて準備をして
いるところです。一方、一人暮らしの高齢者に手作りの弁当を届ける「ふれあい給食サービス」はコロナ禍
で、一時中断の後、昨年7月から継続しています。手作りの弁当から業者の弁当に切りかわっても、ボラ
ンティアのみなさんの届ける気持ちは、かわりません。令和2年度は、コロナ禍の中、福祉のあり方を考
えさせられた1年でもありました。この1年間の地区福祉委員会の活動を報告します。 

深日地区福祉委員会研修会（於 深日会館） 

活断層が密集する近畿地方・大阪湾：ここに暮らす覚悟 
3月31日、巽（たつみ）神戸大学

教授をお招きし、近畿地方の地震に

ついて詳しくお話ししていただきま

した。福祉委員を含む町民 50人が

参加。講演終了後、参加者から質問

が多く出るなど、地震についての住

民の関心の高さがうかがえました。       

（講演内容の主要なポイント）                     

◆ 南海トラフ巨大地震は今後 30

年間に発生する確率は 70～80％。

一番大切なことは、この地震が発生

した場合、直ちに１０ｍ以上の高台へ避難すること。 

◆ 阪神淡路大震災（1995.1.17）の前日（1.16）の地震発生確率はほぼ 1％であったの

に、次の日に大地震が起こった。日本列島では地震はいつでもどこでも起こる。 

◆ 近畿地方に活断層・地震が密集するのは、瀬戸内海のでき方に関係がある。灘（沈降域）

と瀬戸（隆起域）が交互にあり、その境界には断層が存在するため。 

（参加者からの質問）Ｑ 日本は沈没しますか？ Ａ 日本列島の地盤は軽いから沈没しません。 

Ｑ 近畿地方に火山の爆発の可能性は？ Ａ ありません。温泉が出るので、マグマができない。 

Ｑ 大阪湾断層による地震は？ Ａ 数ｍの津波が何回も押し寄せる可能性がある。 

深日地区福祉委員会とは？ 
岬町社会福祉協議会の福祉活動組織として、深日地区の福祉の推進を図ることを目的に、区長会、

民生委員児童委員協議会、長生会などの団体と個人のボランティアで構成された団体です。当委員会

の活動に興味のある方は、社会福祉協議会（☏ 492-0633）にご連絡ください。 

◆ 社協会員会費や赤い羽根共同募金等は、当委員会の活動にも活用されています。 



深日に爆弾が落ちた！ 深日小平和教育体験学習 

 

相手の立場に立って考える 11月19日深日小車いす体験 

女性が大活躍 ホールインワン続出！ 

 

 

8月6日、深日小学校5年生が、深日在住の辻さんから戦争中の

お話を聞きました。地区福祉委員も 10名参加しました。 

1945年 7月、艦載機による千歳橋への空爆に続き、辻さんの家

にも爆弾が落ちました。幸運にも不発弾だったため、命拾いをしまし

た。爆弾の重さは250㎏。終始、臨場感あふれるお話に、参加者は、

衝撃を受けながら、改めて戦争のない平和の尊さを学びました。 

今年度は、コロナ禍の中、校内で車いすの体験学習を実施しました。 

地区福祉委員による、車いすの操作方法や注意事項の説明を聞いた 

5年生たちは、体育館や廊下で多くのことを体験。段差や下り坂の時 

に、手こずる場面がありましたが、最後は車いすに乗っている人の気 

持ちになって操作できるようになりました。            
                   

11 月 12 日、灰吹池グランドでグランドゴルフ大会を

開催。男性2２名、女性27名が参加。ホールインワン賞、

BB賞等、賞も盛りだくさんで、秋の日を楽しみました。 

◆女性優勝（75歳）ホールインワン2回 

女性2位（79歳）ホールインワン2回  

女性3位（80歳）ホールインワン 1回 

◆男性優勝（84歳）男性2位（80歳）男性3位（83歳） 

◆「北若花広場」完成！ 7月、新しく整備された広場を訪れると、地域の人

たちが体操をしていました。中には頭を使う体操もあり、認知症予防にも効果

を発揮しそうです。広場では、グランドゴルフも始められたそうで、北出若宮

地区では「北若喫茶の集い」とともに、楽しいコミュニティが築かれています。 

◆「純喫茶 友」がオープン！ 11 月 4 日、千歳、中出、陸出地区の人達が

中心になって、「純喫茶 友」が深日会館でオープンしました。パーテーショ

ン等、コロナ対策を徹底したこともあり、安全で、楽しく集える一つのモデル

となったのではないでしょうか。43名が参加。これで、「北若喫茶の集い」「み

はま喫茶」に続き、深日地区で3番目のコミュニティカフェが誕生しました。 

◆11 月 6 日、深日小 4 年生を対象に、視覚障がい者交流授業が実施されまし

た。地区福祉委員も3人参加。S氏は大阪の学校へ通う時、クリーニング屋の

スチームの音等が道標となったそうです。今、ラインに興味があるとのこと。 


